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3 ヶ月以上腰痛を訴える被験者 32 名(24.0±0.9 歳)を用い、MTrP 圧迫群(16 名)および非
MTrP 圧迫群(16 名)の 2 群に分けた。MTrP 群では腰方形筋上の MTrP を、 非 MTrP 圧迫
群では、同筋上の MTrP から 2 cm 離れ、筋硬結や圧痛が認められない部位を圧迫した。脳
波および脳血行動態は、被験者の頭部に NIRS および脳波測定用ヘッドキャップを設置し、
安静座位にて測定した。測定は、休息 60 秒、圧迫 30 秒を 1 サイクルとし、5 サイクル繰
り返し、その間の脳血行動態(Oxy-Hb, Deoxy-Hb, Total-Hb 濃度変化)及び脳波を同時計測
した。圧迫強度は、測定者の母指に圧力計を装着し、圧痛閾値(Pain Pressure Threshold :
PPT)および最大耐痛閾値を測定し、その中間値とした。また計測前後に Visual Analog
Scale (VAS)を用いて主観的腰痛スコアおよび圧迫部位の PPT を評価した。脳波解析では、
脳波信号を 1-50 Hz の周波数帯域のバンドパスフィルターで処理後、 standard
low-resolution brain electromagnetic tomography (sLORETA)を用いて、脳波オシレーシ
ョンの電流源密度(Current Source Density : CSD)および脳領域間の機能的結合を解析し
た。
【結果】
MTrP 圧迫群は非 MTrP 圧迫群と比較して、主観的腰痛スコアの減少、圧痛閾値の増大、
前頭極における NIRS 血行動態(Oxy-Hb 濃度)の減少、および前頭極におけるθオシレーシ
ョンの CSD 増大が認められた。また、前頭極において脳血行動態とθオシレーションの
CSD との間に有意な負相関が認められた。







また、MTrP 圧迫群では、前頭極におけるθオシレーションの CSD が有意に増加し、同領
域の脳血行動態と負相関を示した。本結果は、θオシレーションの増大が神経系の全般的
な電気的活動の低下と関連していることを示唆し、前頭極におけるθオシレーションの増
大が疼痛の軽減と関連していることが明らかになった。
さらに、MTrP 群では、左前頭極と左島皮質間のθ帯域における機能的結合が減少し、同
機能的結合は、腰痛スコアと正相関を示した。これらの結果より、前頭極と島皮質間の同
期的活動が慢性腰痛と関連し、さらに MTrP 圧迫がこの同期的活動を低下させることが判
明した。前頭極および島皮質は、それぞれ疼痛の情動的評価および疼痛強度の評価に関与
していることが示唆されており、MTrP 圧迫は島皮質から前頭極に向かうこれら痛覚情報処
理系を抑制することにより、鎮痛効果を呈することが示唆された。


